
　　　　　　　　　　　　　　　 令和４年９月１日

    保護者様

　　　　　　　　　　　名古屋市立鳴子台中学校長
 

松　岡　篤　司

番号 質　　問　　内　　容

ア
お子さんは、身だしなみ（服装・頭髪等）を整え
て生活していると思いますか。

イ
教師は、悪いこと、正しいことをきちんと指導し
ていると思いますか。

ウ
学校生活の中で生徒の意見が取り入れられて
いると思いますか。

エ
　教師は、それぞれの生徒に応じた指導をしてい
ると思いますか。

オ
お子さんは、落ち着いた雰囲気の中で授業を
受けていると思いますか。

カ
お子さんは、提出物を含めて忘れ物をしていな
いと思いますか。

キ
教師は、分かりやすい授業を工夫していると思
いますか。

ク
お子さんは、期限を守って宿題に取り組んでい
ると思いますか。

ケ
お子さんは、家庭学習の習慣が身に付いてい
ると思いますか。

コ
お子さんが活躍できる機会を十分設けていると
思いますか。

生徒や保護者から信頼される学校に向けて

　長期休業を終え、今日から生徒たちは元気に登校して来ました。保護者の皆様におかれましては、ま
すますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃は、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、心
より感謝申し上げます。
　さて、先日ご協力いただきましたアンケートの結果がまとまりましたのでお知らせいたします。今後
もこの結果をもとに、鳴子台中学校の教育を充実させるべく努力して参りたいと思います。どうぞご理
解とご協力をよろしくお願いいたします。
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69 

40 

21 

27 

34 

34 

20 

52 

25 

51 

26 

51 

62 

55 

58 

46 

63 

35 

40 

42 

4 

8 

17 

15 

8 

13 

15 

10 

27 

5 

0 

1 

0 

3 

1 

7 

2 

4 

9 

2 

思う やや思う あまり思わない 思わない



サ
学校では、仲間を大切にする心の教育が行わ
れていると思いますか。

シ
学校は、お子さんの相談に適切に応じていると
思いますか。

ス
学校はいじめなどの指導をきちんと行っている
と思いますか。

セ
進路指導（１・２年時の将来を考える活動を含
む）の内容について理解していますか。

ソ
学年通信等は、お子さんの学校での様子が分
かるものになっていると思いますか。

タ
総合学習等で地域の方とふれあうことは子ども
のプラスになると思いますか。

チ
あなたは、学級懇談会や学校行事などには積
極的に参加していると思いますか。

ツ
あなたは，鳴子台中学校の努力点（Ｉ ａｍ ＯＫ，
Ｙｏｕ ａｒｅ ＯＫ！～話し合う 認め合う～）を知っ
ていますか。

○

○

○ 　質問項目アに関しては、保護者アンケートや生徒アンケート共に「思う」、「やや思う」の割合が９
５％以上と高い水準を保っており、本校の校則等にご理解いただいていると感じました。しかし、来年
度からブレザー制服が導入され、それに伴う校則改正も予定されています。今までとは変わるところも
あるので、生徒だけでなく、保護者の皆様もとまどう場面があると思います。学校としては、生徒が安
心・安全に学校生活を送ることができるように、また、生徒が社会に出ても恥ずかしくないような人間
に育成するために指導をしていきます。これらのことをご理解いただき、引き続き保護者の皆様にもご
協力いただきたいと思います。

　生徒アンケートでは、質問項目コと質問項目サで約４ポイントの上昇が見られました。楽しく学校生
活を送ることができている生徒が多いと感じました。また、教育相談等で先生に相談することもできて
いるとも感じました。しかし、全ての子たちがそう感じている訳ではないと思います。生徒一人一人の
様子に応じた指導・支援を進めて参ります。

　保護者アンケートでは、昨年度の結果と比較すると、１８項目中１３項目において「思う」「やや思
う」の割合が上昇していました。特に、質問項目サと質問項目スでは、昨年度と比べると５ポイント以
上も上がっていました。
　昨今、いじめに対しての報道をよく耳にします。本校でも、心の教育を進めるために、「こころのパ
ンフレット」を活用した授業に取り組んだり、ＷＥＢＱＵから子どもたちの心の様子を理解したりして
います。また、何か生徒に異変があれば声掛けをしたり、スクールカウンセラーと協力して取り組んだ
りと生徒一人一人に働き掛けをしています。上記の結果に甘んずることなく、教職員一同、引き続き生
徒一人一人に目を行き届かせ、生徒が安心して生活できる学校にしていきたいと思います。
　一方で、質問項目ケにおいては生徒アンケートとともに「あまり思わない」「思わない」の割合が高
くなっています。学校での生徒の様子を見ていると、指示されたことはしっかり取り組むことができま
すが、自分で考えて行動する場面になると動きが消極的になる姿が見られます。この姿がこの項目の結
果につながっているように思います。学校での学習は、教師が今何をすべきかを示唆し、指導に当たり
ます。その後が肝心と考えます。「今日学んだことは何なのか」「今日身に付けた力は何なのか」を考
え、自分を振り返ることが大切です。それができるのが、家庭学習です。家庭学習をすることで知識が
身に付いていくことや自分の考えが深まっていくことなど、学校でも家庭学習の大切さを伝えていきた
いと思います。生徒自身が「家庭学習の必要性に気付いて主体的に取り組むことができるように、我々
も声掛けをしていきたいと思います。

　最後になりましたが、保護者の方々にはお忙しい中、学校評価アンケートへのご協力、本当にありがとう
ございました。アンケート結果を基に、皆様に信頼していただける学校づくりに継続して取り組んで参りま
すので、今後もご指導、ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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